
 
 

 

自
立
し
た
安
定
的
な
財
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
の
地
方
税
財
政
制
度
の
構
築
及
び 

 
 
 
 
 
 

東
日
本
大
震
災
等
へ
の
対
応
に
関
す
る
決
議 

  

地
方
公
共
団
体
が
人
口
減
少
の
下
で
疲
弊
す
る
地
域
経
済
の
現
状
を
克
服
し
、
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
創
造
す
る

た
め
に
、
政
府
は
、
自
立
し
た
安
定
的
な
財
政
運
営
が
可
能
と
な
る
地
方
税
財
政
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
地
方
公
共
団
体
の
復
旧
・
復
興
事
業
を
更
に
加
速
し
、
全
国
の
消
防
・
防
災
体
制
を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
、
次
の
諸
点

に
つ
い
て
格
段
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

一
、
地
方
公
共
団
体
が
、
人
口
減
少
の
克
服
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
等
の
今
後
増
大
し
て
い
く
行
政
需
要

に
的
確
に
対
応
し
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
自
主
的
か
つ
主
体
的
な
取
組
を
長
期
間
に
わ
た
っ
て
実
施
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
三
十

一
年
度
以
降
も
地
方
公
共
団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財
源
総
額
が
、
予
見
可
能
性
を
持
っ
て
安
定
的
に
確
保
さ
れ
る

よ
う
、
全
力
を
尽
く
す
こ
と
。 

 

二
、
地
方
公
共
団
体
の
基
金
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、
行
政
改
革
や
経
費
削
減
等
に
よ
り
財
源
を
捻
出
し
、
公
共
施
設
等
の

老
朽
化
対
策
、
災
害
対
策
、
社
会
保
障
関
係
経
費
の
増
大
な
ど
将
来
の
歳
入
減
少
や
歳
出
増
加
へ
の
備
え
と
し
て
積
立
て
を
行
っ
て
い

る
状
況
を
踏
ま
え
、
各
団
体
の
自
主
的
な
判
断
に
基
づ
く
健
全
な
財
政
運
営
の
結
果
と
し
て
尊
重
す
る
こ
と
。 

 

ま
た
、
各
地
方
公
共
団
体
が
、
こ
う
し
た
基
金
の
考
え
方
等
に
つ
い
て
住
民
へ
の
説
明
責
任
を
更
に
果
た
す
観
点
か
ら
、
財
政
状
況

に
関
す
る
公
表
内
容
の
「
見
え
る
化
」
の
促
進
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

 

平
成
三
十
年
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月
二
十
八
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三
、
地
方
交
付
税
の
役
割
は
、
全
て
の
地
方
公
共
団
体
が
自
立
し
た
安
定
的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
財
源
調
整
機
能
と
財
源
保
障
機

能
を
果
た
す
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
機
能
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
地
方
税
等
と
併
せ
地
方
公
共
団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必

要
な
地
方
交
付
税
総
額
の
充
実
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
臨
時
財
政
対
策
債
等
の
特
例
措
置
依
存
の
現
状
を
改
め
、
法
定
率
の
引
上
げ

等
の
制
度
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
含
め
、
持
続
可
能
か
つ
安
定
的
な
制
度
実
現
に
向
け
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

 

四
、
地
域
に
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
的
な
供
給
に
よ
り
住
民
生
活
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
普
通
交
付
税
の
基
準
財
政

需
要
額
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
の
実
情
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
特
別
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
算
定
方
法
の
透
明
化
の

取
組
を
一
層
推
進
し
、
あ
わ
せ
て
、
自
然
災
害
へ
の
対
応
、
地
域
交
通
や
地
域
医
療
の
確
保
等
の
財
政
需
要
を
的
確
に
反
映
さ
せ
る
な

ど
財
源
保
障
機
能
を
強
化
す
る
こ
と
。 

 

五
、
地
方
税
に
つ
い
て
は
、
地
方
財
政
の
自
主
性
・
自
立
性
を
確
立
し
、
安
定
的
で
充
実
し
た
財
源
を
確
保
で
き
る
地
方
税
制
の
構
築
を

図
る
こ
と
。
ま
た
、
減
収
が
生
ず
る
地
方
税
制
の
見
直
し
を
行
う
場
合
に
は
、
代
替
の
税
源
の
確
保
等
の
措
置
を
講
ず
る
ほ
か
、
税
負

担
軽
減
措
置
等
に
つ
い
て
は
、
真
に
地
域
経
済
や
住
民
生
活
に
寄
与
す
る
も
の
に
限
ら
れ
る
よ
う
慎
重
に
対
処
す
る
こ
と
。 

 

六
、
個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
住
民
が
公
平
感
を
持
っ
て
納
税
で
き
る
よ
う
、
控
除
の
在
り
方
を
含
め
不
断
の
見
直
し
を
進
め
る
こ
と
。 

 

七
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
地
方
公
共
団
体
が
将
来
に
わ
た
り
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
税
源
の
偏
在
性
が
小

さ
く
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体
系
の
構
築
の
た
め
に
、
一
層
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

 

八
、
地
方
財
政
計
画
に
お
け
る
地
方
創
生
関
連
の
事
業
費
や
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
・
維
持
補
修
の
た
め
の
経
費
、
社
会
保
障
関
係

の
単
独
事
業
費
の
増
に
対
応
す
る
た
め
の
歳
出
に
つ
い
て
は
、
今
後
と
も
安
定
的
な
財
源
を
長
期
に
わ
た
り
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、

そ
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
、
条
件
不
利
地
域
や
財
政
力
の
弱
い
地
方
公
共
団
体
に
配
慮
す
る
な
ど
地
域
の
実
情
を
十
分
踏
ま
え
る
こ

と
。 

 



九
、
地
方
公
共
団
体
の
債
務
残
高
が
巨
額
に
の
ぼ
っ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
始
め
、
累
積
す
る
地
方
債
の
元
利
償

還
に
つ
い
て
は
、
将
来
に
お
い
て
地
方
公
共
団
体
の
財
政
運
営
に
支
障
が
生
ず
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
万
全
の
財
源
措
置
を
講
ず
る
こ

と
。 

 

十
、
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
金
融
機
構
の
機
動
的
な
活
用
を
含
め
、
公
的
資
金
の
確
保
と
適
切
な
配
分
に
最
大
限
の
配
慮

を
行
う
な
ど
円
滑
な
起
債
と
流
通
、
保
有
の
安
全
性
の
確
保
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
地
方
債
の
発
行
に
関
す
る
国
等
の
関
与
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
協
議
不
要
基
準
の
緩
和
等
に
よ
る
地
方
財
政
の
健
全
性
へ
の
影
響
に
留
意
し
つ
つ
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
・
自
立

性
を
高
め
る
観
点
か
ら
、
手
続
の
簡
素
化
等
の
運
用
面
に
お
け
る
見
直
し
を
含
め
、
更
な
る
検
討
を
進
め
る
こ
と
。 

 

十
一
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
は
、
そ
の
復
旧
・
復
興
事
業
の
更
な
る
加
速
化
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
所

要
の
震
災
復
興
特
別
交
付
税
額
を
確
保
す
る
等
万
全
の
支
援
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。
ま
た
、
近
年
、
熊
本
地
震
を
始
め
、
台
風
、
集
中

豪
雨
、
火
山
噴
火
、
豪
雪
等
の
住
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を
脅
か
す
自
然
災
害
が
多
発
し
て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
消
防
・
防
災
体
制

を
充
実
・
強
化
す
る
た
め
の
十
分
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。 

  
 
 
 

右
決
議
す
る
。 


